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（価格は税込、送料込み）

発刊にあたり
　ＩＴＳ(高度道路交通システム)とは、最新のエレクトロニクス技術、情報通信技術などによってクルマの
機能を高度化するとともに、人と道路と車とをつなぐことで、交通事故や渋滞、環境汚染といった社会問題
の解決を目的に構築する新しい交通システムである。現在、これらシステムの実用化や普及によって、国内
ＩＴＳプロジェクトはセカンドステージを迎えており、社会での本格展開を目指すべく、その実現に向けた
基盤作りが新たにスタートしています。
　今回発刊する「自動車メーカーのＩＴＳ開発と車載システム採用動向」＜2015・2025年の普及予測調査
＞では、世界的にみても目覚ましい成果を上げてきている国内ＩＴＳプロジェクトの進捗状況や自動車関連
メーカーの取り組み、海外でのＩＴＳ開発動向について明らかにします。また、社会に定着しはじめた自律
系及び通信系対応システムを取り上げ、その現状とを詳報するとともに、今後の普及についても展望してい
ます。貴社にて是非ご利用いただけますようお願い申し上げます。

自動車メーカーのＩＴＳ開発と車載システム採用動向
                           ＜2015・2025年の普及予測調査＞

         　 本格展開から10年　
      セカンドステージを迎えたＩＴＳプロジェクトの全貌を解明！！

部品名
採用ｶｰﾒｰｶｰ
ト ヨ タ 自 動 車 ア ド ヴ ィッ クス ア ド ヴ ィッ クス デ ン ソ ー デ ン ソ ー

松 下 電 器 産 業 テキサス
インスツルメンツ

日 産 自 動 車 ボ ッ シ ュ ボ ッ シ ュ ボ ッ シ ュ ボ ッ シ ュ
日 立 製 作 所 日 立 製 作 所 日 立 製 作 所 長 野 計 器
コンチネンタル・ コンチネンタル・ コンチネンタル・ コンチネンタル・

テーベス テーベス テーベス テーベス
ホ ン ダ 日 信 工 業 ホ ン ダ エレ シス ＢＥＩ 長 野 計 器

コンチネンタル・ コンチネンタル・ テクノロジー コンチネンタル・
テーベス テーベス コンチネンタル・ テーベス

テーベス
三 菱 自 動 車 ア イ シ ン 精 機 ア ド ヴ ィッ クス 松 下 電 器 産 業 テキサス

コンチネンタル・ コンチネンタル・ コンチネンタル・ インスツルメンツ
テーベス テーベス テーベス コンチネンタル・

テーベス
マ ツ ダ ア ド ヴ ィッ クス ア ド ヴ ィッ クス デ ン ソ ー デ ン ソ ー

コンチネンタル・ コンチネンタル・ コンチネンタル・ コンチネンタル・
テーベス テーベス テーベス テーベス

ボ ッ シ ュ ボ ッ シ ュ ボ ッ シ ュ ボ ッ シ ュ
ス ズ キ コンチネンタル・ コンチネンタル・ コンチネンタル・ コンチネンタル・

テーベス テーベス テーベス テーベス
ダ イ ハ ツ ア ド ヴ ィッ クス ア ド ヴ ィッ クス ＢＥＩ デ ン ソ ー

テクノロジー
富 士 重 工 ボ ッ シ ュ ボ ッ シ ュ ボ ッ シ ュ ボ ッ シ ュ
い す ゞ 自 動 車 ワブコ・ジャパン ワブコ・ジャパン ワブコ・ジャパン ワブコ・ジャパン
日 野 自 動 車 ワブコ・ジャパン ワブコ・ジャパン ワブコ・ジャパン ワブコ・ジャパン

第Ⅱ－２表　ＥＳＣ(横滑り防止装置)の構成部品担当メーカー

ブ レ ー キ 圧 力
セ ン サ

ブ レ ー キ
アクチュエーター

Ｅ Ｃ Ｕ ヨーレイトセンサ
ＥＴＣ車載機

全 車 設 定 一 部 設 定 オ プ シ ョ ン 設 定

クラウンマジェスタ、ＧＳ430／350、 クラウンロイヤル／アスリート クラウンロイヤル／アスリート、マー
ＩＳ350／250 クＸ、マークⅡブリット、ウイッシ

ュ、ヴィッツ、ラクティス、ベルタ、
アルファード、同ハイブリッド、アイ
シス

ＶＩＣＳ対応車載機

全 車 設 定 一 部 設 定 オ プ シ ョ ン 設 定

センチュリー、クラウンマジェスタ、 クラウンロイヤル／アスリート、同エ セルシオ、クラウンロイヤル／アスリ
ＧＳ 430 ／ 350 、ＳＣ 430 、ＩＳ 350 ステート、ウィンダム、カムリ、アベ ート、同エステート、ブレビス、マー
／250 ンシス、アルフアードハイブリッド、 クＸ、マークⅡブリット、カムリ、ア

クルーガーハイブリッド ベンシス、カルディナ、プリウス、プ
レミオ、アリオン、ウイッシュ、カロ
ーラ、同フィルダー／ランクス、同ス
パシオ、アレックス、ラウム、シエン
タ、ヴィッツ、ラクティス、ベルタ、
ｂＢ、イスト、ポルテ、パッソ、プロ
ボックスワゴン／バン、サクシードワ
ゴン／バン、アルファード、同ハイブ
リッド、エスティマ、同ハイブリッ
ド、イプサム、ノア、ヴォクシー、ア
イシス、ハリアー、同ハイブリッド、
クルーガー、同ハイブリッド、ランド
クルーザーシグナス／100／プラド、
ハイラックスサーフ、ＲＡＶ４

テレマティクス対応車載機

全 車 設 定 一 部 設 定 オ プ シ ョ ン 設 定

第Ⅰ－３表　トヨタ自動車のＩＴＳ車載システム採用状況(通信関連装備)

第XIII－15表　その他メーカーのＩＴＳ対応状況(１)

メーカー名
開発分野 対応システム 開発・実用化製品 動向・その他

自 アイシン・エィ・ダブリュ
動 ナビゲーショシステム ナビゲーション ・サイドモニター／リヤビュー
車 の高度化 システム カメラ付カーナビゲーションシ
部 ステム
品 ＶＩＣＳ ・ＶＩＣＳ対応
関 カーナビゲーションシステム
連 テレマティクス ・テレマティクス対応

カーナビゲーションシステム
安全運転の支援 自律系先進 ・ナビマチック トヨタ自動車のマークＸ、ブレビス、

安全システム (ナビ協調シフト制御)システム プログレ、マークⅡブリット、セルシ
オ、クラウンマジェスタ／アスリー
ト／ロイヤル、ノア／ヴォクシー、ア
イシス、ＲＡＶ４など向けに納入。

アイシン精機
安全運転の支援 自律系先進 ・駐車アシストシステム用 トヨタ自動車、ダイハツ、マツダ、

安全システム ＥＣＵ ダイムラークライスラーに納入。
・インテリジェント 駐車アシストシステムの発展型システ
パーキングアシスト用ＥＣＵ ムで、ドライバーのステアリング操作

を不要とした。現在、トヨタ自動車の
プリウス、マークＸに納入。

・車両周辺監視警報
システム用ＥＵＣ

・周辺モニターカメラ
・フロント＆サイドモニター
・リアビューレーンキープ トヨタ自動車のアルファードなどに

アシストシステム用ＥＣＵ 納入。
・交差点障害物報知

システム用ＥＣＵ
・車々間通信システム
・車両情報収集システム用

通信端末
アドヴィックス
安全運転の支援 自律系先進 ・ＥＳＣシステム ＥＣＵ、アクチュエーターを生産、ま

安全システム

業

種

－

－

トヨタ自動車のライン純正用などを生
産し、納入。

　 ○○○○○○ （会式株 ○○○○○○○○○ .DTL,.OC ）

会
社
概
要

都京東］社　　本［ ○○○○○区○ 　〒　　　　　　 501 － ○○○○ 　電　　　　　 30 － ○○ － ○○○○
］金本資［ 　 876 億 007,7 　　円万 　］者表代［　 ○　○　○　○ ］数総員業従［　　　 　 983,5 名　

トーレポーコほずみ］行銀引取［ 庫金央中林農、行銀生新、行銀託信ほずみ、行銀友住井三、行銀
］品製要主［ 置装信通子電 ( 他機線無・送伝、機話電・機換交 ) 置装理処報情、 ( 道度高、器機子電用車動自

機御制・器測、器機ターデ、ムテスシ通交路　　　　　　　 ) スイバデ子電、 ( 品部子電、路回積集 ) 他のそ、
　　　　　　　 ( スビーサ・守保・事工、品商器機他のそ )

］比成構［ 報情 %94 信通、 %02 スイバデ子電、 %22 他のそ、 %9

販

売

体

制

］績　　　業［
　　　 5002 　年 3 　期月 = 　　 553,934 　経（円万百　 882,8 （率経）円万百 %9.1 ）
　　　 6002 　年 3 　期月 = 　　 000,064 　経（円万百　 000,01 （率経）円万百 %2.2 込見）

］先引取要主［

、ダンホ）先入納（ TTN レテ本日、カニクマ、事商菱三、スシニユ本日、業工素電本日、
話電信電本日東、ムコ

マタスカ気電沖、気電沖崎宮、アェウトフソ沖、ズンョシーケニュミコ気電沖）先入仕（
クッテドア

STI のへ
み組り取

部業事ムテスシ通交）署部当担（ STI 室発開場市

用ムテスシンョシーゲビナーカ－ムテスシ載車）品製応対（ ISL ムテスシ報情置位両車、
用 SPG ムテスシ送伝画動間々車、末端載車 ( 中発開 )

－連関ラフンイ SCIV 、置装御制信通、ンコービ波電用 CTE 、供提報情路道、 SHA 場車駐、
、器機連関用ムテスシ援支者行歩、理管 STI 用ムテスシ済決動自 CRSD ムテスシ用応                     「自動車メーカーのＩＴＳ開発と車載システム採用動向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ＜2015・2025年の普及予測調査＞」より
《 内 容 見 本 》



役        職：
フルネームで
ご記入ください。印

〈ｅＩＲＣ行 オーダーフォーム〉 ◎弊社では見計いによる販売も行っております。通信欄に必要事項をご記入ください。

会   社   名：

住          所：〒

電          話：

購 入 部 課：

担当者（氏名）：

通信（見計い希望など）：

Ｆ ａ ｘ：

※フリーダイヤルFaxをご使用になれない場合は、Fax 052-451-8246 をダイヤルしてください。また、電話による受付けも行っております。

フリー
ダイヤル

営業部

0 5 2 - 4 5 1 - 8 2 2 1 ㈹
0 3 - 3 2 5 5 - 3 4 6 1 ㈹電　話FAX  0120 - 020 - 472

本　　　社：〒453-0801　名古屋市中村区太閤 4 - 4 - 9　 TEL 052-451-8221㈹    FAX 052-451-8225
ＩＲＣ東京：〒101-0023　東京都千代田区神田松永町 7　TEL 03-3255-3461㈹    FAX 03-3255-3463

◆ 申 込 方 法

※１ヶ月間の無料見本誌送付を希望　［　　　　　］

○チェック自動車産業レポート

■当社の定価および予約価格（発刊までの代金前納に限る）は、消費税込、送料込み価格です。但し、海外への発送費はお客様負担となります。
◎封筒に貼付してあります顧客ラベルで、住所・担当者変更等がございましたら、このオーダーフォームに新旧をご記入の上、ご連絡ください。

■発　刊：２００６年１月２３日　　　　　　　　　■体　裁：Ａ４判／４８２頁
定 価 ：１０２，９００ 円

部
自動車メーカーのＩＴＳ開発と車載システム採用動向 ＜2015・2025年の普及予測調査＞

〈　キ　リ　ト　リ　〉

［ 目 　 次 ］
第Ⅰ部　ＩＴＳの概要と国内外での取り組み
　第Ⅰ章　ＩＴＳの概要
　第Ⅱ章　日本におけるＩＴＳの取り組み
　　Ⅱ－１　取り組み経緯と推進体制
　　Ⅱ－２　プロジェクトの全容と進捗状況
　　Ⅱ－３　展開計画
　第Ⅲ章　海外におけるＩＴＳの取り組み
　　Ⅲ－１　米国における取り組み　
　　Ⅲ－２　欧州における取り組み
　　Ⅲ－３　アジア、オセアニアにおける取り組み
第Ⅱ部　自動車メーカーにおけるＩＴＳへの取り組み
　第Ⅰ章　トヨタ自動車のＩＴＳ開発と対応車載システムの採用状況
　　Ⅰ－１　研究開発体制
　　Ⅰ－２　ＩＴＳ開発の現状
　　Ⅰ－３　対応車載システムの採用状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下、各項同じ）
　第Ⅱ章　日産自動車のＩＴＳ開発と対応車載システムの採用状況
　第Ⅲ章　ホンダのＩＴＳ開発と対応車載システムの採用状況
　第Ⅳ章　三菱自動車のＩＴＳ開発と対応車載システムの採用状況
　第Ⅴ章　マツダのＩＴＳ開発と対応車載システムの採用状況
　第Ⅵ章　スズキのＩＴＳ開発と対応車載システムの採用状況
　第Ⅶ章　ダイハツのＩＴＳ開発と対応車載システムの採用状況
　第Ⅷ章　富士重工のＩＴＳ開発と対応車載システムの採用状況
　第Ⅸ章　いすゞ自動車のＩＴＳ開発と対応車載システムの採用状況
　第Ⅹ章　日野自動車のＩＴＳ開発と対応車載システムの採用状況
　第ⅩⅠ章　日産ディーゼルのＩＴＳ開発と対応車載システムの採用状況
　第ⅩⅡ章　三菱ふそうトラック・バスのＩＴＳ開発と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対応車載システムの採用状況
　第ⅩⅢ章　主要関連メーカーにおけるＩＴＳ対応状況
　　ⅩⅢ－１　デンソーグループにおけるＩＴＳ対応状況
　　ⅩⅢ－２　松下電器グループにおけるＩＴＳ対応状況
　　ⅩⅢ－３　日立製作所グループにおけるＩＴＳ対応状況
　　ⅩⅢ－４　三菱電機におけるＩＴＳ対応状況
　　ⅩⅢ－５　東芝におけるＩＴＳ対応状況
　　ⅩⅢ－６　住友電気工業グループにおけるＩＴＳ対応状況
　　ⅩⅢ－７　ＮＥＣグループにおけるＩＴＳ対応状況
　　ⅩⅢ－８　富士通グループにおけるＩＴＳ対応状況
　　ⅩⅢ－９　その他メーカーにおけるＩＴＳ対応状況
　　ⅩⅢ－１０　ＩＴＳ対応メーカーの会社概要
第Ⅲ部　自律系ＩＴＳシステムの実用化状況と参入メーカー
　第Ⅰ章　運転負荷軽減システム　
　　Ⅰ－１　車間距離自動制御システム
　　Ⅰ－２　車線維持・逸脱警報システム
　第Ⅱ章　事故回避制御システム
　　Ⅱ－１　ＥＳＣ(横滑り防止装置)

第Ⅰ部では、ＩＴＳの概要を明らかにするとともに、経緯、関
連プロジェクトの進捗状況、今後の展開など国外内ＩＴＳプロ
ジェクトについて詳報しています。
第Ⅱ部では、国内自動車メーカーにおけるＩＴＳへの対応状況
を詳報するとともに、主要関連メーカー91社における取り組み
をまとめているほか、各社の会社概要も掲載しています。

第Ⅲ部では、運転付加軽減、事故回避制御、認知支援、危険
警報・警告など各システムの概要、実用化状況を詳報してい
ます。さらに、各システムの自動車メーカー別採用状況のほ
か、構成部品の調達先も明らかにしております。
第Ⅳ部では、通信系ＩＴＳシステムとしてＶＩＣＳ、ＥＴ
Ｃ、ＡＨＳ、テレマティクスを取り上げ、現状をまとめると
ともに、主要メーカーの取り組みを掲載しております。
第Ⅴ部では、第Ⅲ部で取り上げた自立系ＩＴＳ車載システム
における2005年の採用状況に加え、弊社が独自取材などで
得たデータを踏まえ、各システムの将来的な普及動向を解説
しております。

　　Ⅱ－２　電子制御デレーキシステム(ＥＣＢ)、ＶＤＩＭ
　　Ⅱ－３　ナビ協調シフト制御システム
　第Ⅲ章　認知支援システム
　　Ⅲ－１　ＡＦＳ(アダプティブ・フロント・ライティング・システム)
　　Ⅲ－２　ナイトビジョン
　第Ⅳ章　危険警報・警告システム
　　Ⅳ－１　タイヤ空気圧警報装置
　　Ⅳ－２　居眠り運転警報装置　
　第Ⅴ章　プリクラッシュセーフティシステム
　　Ⅴ－１　衝突軽減ブレーキシステム
　　Ⅴ－２　緊急ブレーキ連動型シートベルトプリテンショナー
　第Ⅵ章　操作支援システム
　　Ⅵ－１　音声ガイダンス付き駐車アシストシステム
　　Ⅵ－２　インテリジェントパーキングアシストシステム

第Ⅳ部　通信系ＩＴＳシステムの実用化状況と参入メーカー
　第Ⅰ章　ＶＩＣＳ
　第Ⅱ章　ＥＴＣ
　第Ⅲ章　ＡＨＳ
　第Ⅳ章　テレマティクス
　　Ⅳ－１　トヨタ自動車のテレマティクスへの取り組み
　　Ⅳ－２　日産自動車のテレマティクスへの取り組み
　　Ⅳ－３　ホンダのテレマティクスへの取り組み
　　Ⅳ－４　いすゞのテレマティクスへの取り組み
　　Ⅳ－５　緊急通報システム(ＨＥＬＰ　ＮＥＴ)

第Ⅴ部　ＩＴＳ対応車載システムの普及予測
　第Ⅰ章　車間距離自動制御システムの普及予測
　第Ⅱ章　車線維持・逸脱警報システムの普及予測
　第Ⅲ章　ＥＳＣ(横滑り防止装置)の普及予測
　第Ⅳ章　ナビ協調シフト制御システムの普及予測
　第Ⅴ章　ＡＦＳの普及予測
　第Ⅵ章　ナイトビジョンの普及予測
　第Ⅶ章　タイヤ空気圧警報装置の普及予測
　第Ⅷ章　居眠り運転警報装置の普及予測
　第Ⅸ章　衝突軽減ブレーキシステムの普及予測
　第Ⅹ章　緊急ブレーキ連動型シートベルトプリテンショナーの普及予測
　第ⅩⅠ章　音声ガイダンス付き駐車アシストシステムの普及予測


